
1

は じ め に

本書 は,鹿 児 島大学多 島域研究 セ ンターの主催 に よって,2005年10月29日 に鹿児 島大

学 で開催 された多 島域 フ ォーラム ・シ ンポジウム 「しま うたの未来」の報告書です。

シマウ タを取 り巻 く状況 は,こ こ数年大 きく変化 しています。元 ち とせ をは じめ とす

る若手 の唄者 たちの台頭,さ まざまな レーベルか ら発売 されるCD,増 加 す る本土での

コンサ ー トな ど,そ の周辺 は年 々賑 やかさを増 している ようです。

奄美 の ことばで 「シマ」 といえば,も ともと集落(ム ラ)の こ と。 シマ ウタ とはまず

集落 の唄の意味 です。 シマウ タは各 シマの独 自な生活様式や文化 を反映 して,シ マ ご と

に異 な るこ とばや フシまわ しで うたわれ てい ま した。「ヨソジマ」の人 間が真似 るこ と

ので きない 「わ きゃシマ」 の唄,そ れが シマウタで した。

しか し人 の移動 やメデ ィアの多様化 は,唄 掛 けや唄遊 び とい ったシマ ウタの 日常的 な

伝承 の場 を衰退 させ,シ マ ウ タはいつ しか シマか ら切 り離 されて,全 島 を対象 とす る

「島唄」へ と変 わ りま した。 いまではその演奏 もス テージが 中心で,伝 承の場 も教室 に

限 られる ようになって きています。本土 のシマ ウ タ教室 では,奄 美 と縁 もゆか りもない

人が シマウ タを学ぶ光景 も珍 しくあ りませ ん。過熱す るコ ンクール志向 は,シ マ ウタの

表現 を変質 させ て しまうのでは と危惧 されて もいます。演奏 も多様化 し,洋 楽器 による

伴奏や ア レンジは もちろんのこ と,若 い唄者 のなか には 「メジャーデビュー」 を夢見 て

ポ ップの世界 に向か う者 も少 な くあ りませ ん。一方,シ マウタの魅力 をなす シマ グチ は

といえば,す でにその伝承が危ぶ まれて久 しい のが現状 です。

今 日のシマ ウタの表面 的な隆盛 は,果 た してその豊か な未来 を約束す る ものなのか?

その伝承 における課題 とは何 なのか?研 究者や唄者,そ して参加者が 自由に意見 を交

換 した記録 が本書 です。

本書 は当 日のプログラムを反映 して2部 構成 となっています。第1部 は3人 の研 究者

に よる報告,第2部 は 「唄者が語 るシマウタの過去 ・現在 ・未来」 と題 した4人 の唄者

に よるラウ ン ドテー ブルの記 録で す。第1部 につい ては改め て原稿 をいた だ きま した

が,第2部 に関 しては,口 承文化 をテーマ としたシ ンポジウムで あるこ とも考 えて,学

問的な厳密 さよりも 「語 り」 の魅力 と臨場感 を重視 し,原 則 として当 日の録音 をその ま

ま文字化す る ことに しま した。参加者各位 のご海容 を乞 う次第です。

最後 にな りましたが,シ ンポジウムには県 内外か ら百人以上 の方 にお越 しいただ きま

した。 ご協力 いただいた皆様 にこの場 を借 りて心か らの感謝の意 を表 します。本書が当

日の熱気 を少 しで も伝 える ものであれば幸 いです。

2006年 新春

編者 梁川英俊
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                       Preface 

 This volume of Occasional Papers no 44, is a report of a forum entitled "The Future of 

Shimauta", which was held under the auspices of the Kagoshima University Research Center for 

the Pacific Islands on 29 October 2005. 

 For several years, the folk songs of the Amami Islands called Shimauta have attracted 

attention arising from the debut and success of young Amamian pop singers. Some labels 

release regularly quite a few CDs, and many concerts are held in mainland Japan every year. 

 Traditionally, Amami folk songs have been transmitted throughout the daily lives of people in 

the communities, especially at uta-asobi, recreational gatherings for the purpose of singing. 

Each community had its own folk song style of which their people were very proud. 

 With recent social changes, however, the opportunities for uta-asobi have decreased, and 

instead, Amamian people began to lean their folk songs in shimauta schools and imitate the 

styles of famous shimauta masters from CD or stage shows. Consequently, Amami folk songs 

have lost their variety. Young shimauta singers can't understand the lyrics written in the Amami 

dialect called Shimaguchi, and they often sing with western instruments instead of Sanshin, their 

traditional instrument. 

 What will be the future of Shimauta? Is the recent boom a hopeful indication? What can we 

do to ensure their successful transmission? The forum was an attempt to answer these questions. 

 The report consists of two parts. Part 1 includes three studies written by all the speakers. Part 

2 is the record of anround-table discussion by four shimauta singers and discussion by the 

participants. 

 Finally, we are indebted to all the participants. We are also grateful to the staff of the center, 

who organized the forum and made it possible for us to publish the report. 

                                               YANAGAWA Hidetoshi 

January 2006
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